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具体的な施策・重要業績評価 

指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

【平成 29 年度～令和元年度】 

 



 

 
 

具体的な施策・重要業績評価 

指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

【対象：平成 29 年度】 



具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成 29 年度） 

 
基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 １ 市内産業の経営安定化による雇用機会の維持（経営基盤の強化） 

具体的な施策 ① 市内企業の経営支援 

主担当課 経済観光課 

施策概要 

・むさし府中商工会議所と連携し、経営指導や金融支援などといった経営支援を 

行い、雇用の確保と地域経済の活性化を目指します。 

・商店街のより一層の活性化に向けた取組を支援します。 

・産・学・金・官の連携等を図り、新たな商品開発や人材交流につなげ、市内産業の

振興を支援します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｈ31 年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 融資実行件数 件 

300 

292 283 252 243 ― ― 

 Ｂ Ｃ Ｃ   

② 
商店街イベント事業

補助金交付商店会数 

 

件 

32 

28 30 30 29 ― ― 

 Ａ Ａ Ａ   

③ 
技術相談を行った 

件数 
件 

470 

463 456 407 462 ― ― 

 Ｂ Ｃ Ｂ   

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２９年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①事業資金融資利子補助の制度を見直し（限度額や返済期間の拡大等）、市内中小企業における金融の円滑化を図っ

た。過去３年間の申込件数は、平成２７年度が３４０件、平成２８年度が３０４件、平成２９年度が２８５件と減

少しており、低金利政策や実行されるまで時間がかかることなどが要因として考えられる。しかし、同時に、金融

機関の直接融資を利用する企業が増え、徐々にではあるが、経済が円滑に回り始めていると聞いている。 
②イベント事業に対する補助を継続して行うことで、２９商店会、延べ４７事業分の商店街の活性化等に寄与する

事業への支援を継続することができた。 
③府中市工業技術情報センターへ相談した会社１社当たりの相談件数は平均４件、また、技術相談の結果として製

品開発につながった、あるいは開発途中の件数は６件ある。都の施設の充実等により、専門的な技術相談対応から、

補助金等申請支援相談や技術情報提供等へ重点を移し支援することができた。また、人材交流としては、産学金官

連携として６社の交流あっ旋を行い、市内産業の振興を図った。 

Ｂ 

【平成３０年度における取組など】 

①事業資金融資利子補助や中小企業退職金共済掛金の補助を継続するとともに、景況や市内中小企業者

のニーズを把握し、円滑な経済活動が行われるよう支援していく。 

②イベント事業に対する補助を継続して行うことで、商店街の活性化等に寄与する事業を行う商店会へ

の支援を継続していく。 

③補助金等申請支援相談や技術情報提供に重点を置き、支援を継続していく。また、平成３０年度より

むさし府中商工会議所内へ移転し、市内商工業者の相談拠点の一元化により、新たな支援を開拓してい

く。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

①実行件数が厳しい数値であり、目標に対して▲57 件、前年比▲9 件と減少が続いてい

る。担当課コメントによると申込数も同様に減少が続いているが、毎年 40～50 件近く融

資実行に至っていないケースがある。書式の不備等による単純ミスといったものか、申

込者と制度のミスマッチがあるのかを検証があると良いのではないか。一因として実行

までの時間がかかる面が挙げられているが、実態に応じた制度設計の見直しや制度自体

の周知についての状況を整理することも検討してほしい。 

②毎年目標数 32 件には達しておらず、平成 29 年度は前年比▲1 件となっているものの

目標件数、実行件数共に誤差の範囲内であり着実に進んでいると評価できる。 

③平成 29 年度は前年比 55 件の急激な増加であり、以前の水準に戻した状況が見て取れ

る。担当課コメントによると相談が成果に結び付いており、相談拠点の一元化と併せて

目標達成に向け順調に推移していると考えられる。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成 29 年度） 

 
基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 １ 市内産業の経営安定化による雇用機会の維持（経営基盤の強化） 

具体的な施策 ② 多様な人材の就労支援 

主担当課 住宅勤労課、地域コミュニティ課 

施策概要 

・就労意欲のある方が積極的に地域で活躍できるよう、若い世代の就業機会の拡大、

働く意欲のある高齢者の就業機会の提供などを支援します。 

・講座を開催するなど、出産や介護などの理由により離職した女性の再就職を支援 
するとともに、市内企業におけるワーク・ライフ・バランスの推進に向けた取組に

ついての啓発を進めます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｈ31 年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
いきいきワーク府中

の就職率 
％ 

36.8 

32.1 27.2 26.4 24.8 ― ― 

 Ｃ Ｃ Ｃ   

② 
女性向け再就職支援

の講座数 
講座 

現状値以上 

5 5 5 4 ― ― 

 Ａ Ａ Ａ   

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２９年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①高年齢者の職業紹介事業は自所求人開拓を積極的に取り組み、就職者数 215 人、来所者数 1,787 人、

自所開拓求人数 2,035 人となり、再就職につなげている。ＫＰＩについては就職者数とともに、都内で

もトップレベルの実績をあげているが、定年の引上げ等により高年齢者の就労機会がさらに厳しさを増

すなかで、新規求職者が増え続けているため、ＫＰＩの低下が生じた。 

新たな取組として市とセブン－イレブンとの地域活性化包括協定に基づき「シニア向けお仕事説明

会」を開催し、１３人が就職する成果を得た。 

また、ハローワーク府中、東京しごとセンター、東京都労働相談情報センターと共催等で、就職支援

セミナー、合同就職面接会を行った。 

②再就職支援講座を 4 講座（延 20 回）実施し、出産や介護等の理由により離職した女性の再就職を支

援した。受講者 113 人のうち、就職につながった人数は 24 人。 

Ｂ 

【平成３０年度における取組など】 

①ハローワークの求人情報に加えて、勤労者福祉振興公社が独自に集めた求人情報を提供して実施する

概ね 55 歳からの無料職業紹介事業「いきいきワーク府中」に対して引き続き支援していく。求人数及

び就職者のニーズに対応するため、ハローワーク府中、東京しごとセンター、東京都労働相談情報セン

ター等と連携を図り、再就職支援講座や就職面接会を行い、高年齢者の再就職を支援していく。 

②引き続き、講座を開催するなど、出産や介護などの理由により離職した女性の再就職を支援していく。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

①実績については、目標達成率▲１２ポイント 前年比▲１．６ポイントという結果で

目標に対する評価としては厳しいが就職件数は横ばいで推移しており、現状の雇用情勢

から見ると概ね評価できる数値と思料する。取組自体は積極的に行っていると思われる

ので今後、ハローワーク等関係機関と連携を強化し、就職数向上により目標就職率の向

上を図ってほしい。 

②女性向け再就職支援講座は目標現状値で２８年度１８回のところ２０回実施と良好に

推移している。講座数が５から４となっているが必要度により回数を重視したものと思

料する。今後も求職者ニーズに合わせた効果的な運営を継続してほしい。 
Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成 29 年度） 

 
基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 ２ 起業・創業の推進による産業構造の多様化 

具体的な施策 ① 起業・創業の支援 

主担当課 経済観光課、協働推進課 

施策概要 

・起業・創業に関する基礎知識や事例、各種補助金制度の情報などについて、相談 

体制を確保するとともに、セミナーなどにより、起業・創業希望者を支援します。 

・東京農工大学をはじめとする教育機関や市内団体等と連携し、コミュニティビジ 

ネスの立ち上げや、インキュベーションオフィスの活用も含め、商・工・農におけ

る起業や創業に関する多様な支援を行います。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｈ31 年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
起業・創業に関する

セミナー参加人数 
人 

90 

44 115 80 62 ― ― 

 Ａ Ｂ Ｂ   

② 

コミュニティビジネ

スに関するガイダン

ス・個別相談の参加

人数 

人 

24 

6 24 10  28 ― ― 

 Ａ Ｂ Ａ   

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２９年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①創業に関する基礎知識や事例、各種補助金制度の情報などについて、創業支援事業計画に基づく創業

支援プロジェクト機関を中心とした相談体制を確保することができた。また、創業に関するセミナー及

び実践創業塾・体験型創業塾については６回、延べ 62 人の参加があり、創業希望者の継続的な支援を

行うことができた。 

また、平成 29 年度から創業支援プロジェクト機関を拡大し、日本政策金融公庫を新たに迎え、幅広

い支援ができるよう連携して事業を行った。 

②平成 29 年度は、前年度に引き続きガイダンス及び個別相談を実施し、13 回延べ 28 人の参加があっ

た。また、市民活動センターを開館し指定管理者業務とし、普段の窓口業務でも軽微な相談を受ける体

制をとり、ガイダンスまたは個別相談の参加促進を図った。 
 Ａ 

【平成３０年度における取組など】 

①創業に関する基礎知識や事例、各種補助・制度の情報などについて、創業支援プロジェクト機関を中

心とした相談体制を確保していく。また、創業支援プロジェクト機関における創業に関するセミナー及

び創業塾の開催を継続し、創業希望者の支援や創業希望者どうしの交流の場をつくっていく。 

②平成 30 年度より、ガイダンス（入門講座）については市民活動センターの指定管理者等が行うこと

で、普段の窓口業務で軽微な相談をした方にガイダンスへの参加を案内するなど、ガイダンス（入門講

座）または個別相談の更なる参加促進を図る。 

 
  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

①実績値が２年連続で減少しているため、担当課で実績値が減少している要因をしっかり分

析してほしい。さらに、セミナー参加者のうち、何人が起業・創業につなげているのか、後

追いもしてほしい。 

また、平成 29 年度の取組内容と評価で、相談体制を確保するとともに、創業支援プロジェ

クト機関を拡大しており、その効果が平成 30 年度の実績につながることを期待したい。 

②目標値を上回る実績になっているため、その取組の成果が出ていることは評価できる。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成 29 年度） 

 
基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ① 市の魅力を高め、知名度を向上させる活動の推進 

主担当課 経済観光課、広報課 

施策概要 

・市民や市内の商業者、企業、学校等と連携を図り、市の魅力を発信して、来訪者の

増加を図ります。また、市民に対しては、市の魅力を再認識してもらい、住み続け

たいと思う市民を増やします。 

・府中市の魅力の再発見を行政だけでなく、市民、各種団体等と協働で取り組み、 

「武蔵国 府中大使」や様々な機会・媒体を通じて発信し、にぎわいの増進を図り

ます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｈ31 年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

京王線府中駅に 

おける１日の 

乗降人員 

人 

現状値以上 

85,279 86,949 88,100 90,224 ― ― 

 Ａ Ａ Ａ   

② 

市政情報を容易に 

入手できないと 

感じる市民の割合 

％ 

15.0 以下 

17.7 17.3 17.4 17.0 ― ― 

 Ｂ Ｂ Ｂ   

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２９年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①漫画「ちはやふる」タイアップスマートフォンアプリを開発、デジタルスタンプラリーを

実施してファンの誘客を図った。観光情報センター周辺の案内表示を多言語化したほか、英

語版観光マップを元に中国語（繁体字・簡体字）と韓国語版を制作し、東京都観光情報セン

ター等の観光拠点やホテル等に配布し、外国人観光客への対応を強化した。 

②広報紙を行政情報アプリ「マチイロ」で掲載開始したほか、拠点配布として、ファミリー

マート、セブンイレブン、サークルＫ・サンクス、東京外国語大学、東京農工大学等で配布

した。ふちゅこまツイッターを開始した。市勢要覧を刊行した。駅前案内板では、府中競馬

正門前・是政・競艇場前・北府中駅（各１基）、西府駅（２基）の多言語化を実施した。 

Ｂ 

【平成３０年度における取組など】 

①「ちはやふる」を活用した市内回遊促進事業を実施する。京王電鉄実施の「ちはやふる」事業と同時

開催し、相互に告知等で協力、市外からの誘客強化を狙う。成田空港に動画を掲出し、来日観光客に府

中をＰＲするとともに、ＳＮＳで情報発信を行い、外国人観光客が府中を知り、興味を持つきっかけを

作る。京王線沿線市とは、連携して魅力発掘のためのワークショップやフィールドワークを開催、南武

線沿線市とは、ＳＮＳを活用したフォトコンテストを実施し、効果的な情報発信を行う。 

②広報紙・テープ広報の年 36 回発行、ホームページの適正な管理・運用、メール配信サービス及びツ

イッターの管理・運用、テレビ広報を年 36 本製作・放映、市マスコットキャラクターの管理・運用を

行う。より多くの市民に広報紙を読んでもらうため、特集ページの作成を検討する。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

①実績は増加しているともいえるが、自然増の範囲とも考えられる。できるだけ自然増

の影響を避け、来訪者の増減の評価により近づけるため、曜日別・時間帯別などの分析

を試み、今後の取り組みに活用してほしい。 

また、近傍他市の駅、例えば調布駅などとの乗降客数増減との比較も施策の評価に有

効と考える。 

②「市政情報を容易に入手できないと感じる市民の割合」は２７年度、２８年度に続き、

２９年度も停滞傾向が続いている。目標には未達であるが、市の施策が効果をあげつつ

あり、目標達成に向け概ね順調に進んでいると考える。 

 
Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成 29 年度） 

 
基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ② 地域の連携によるにぎわいの創出 

主担当課 経済観光課、政策課 

施策概要 

・府中駅周辺のエリアマネジメントを推進し、にぎわいを創出することで、中心市街

地の活性化を図ります。 

・ラグビーワールドカップ日本大会及び東京オリンピック・パラリンピックの開催を

機に、日本全国に、そして海外に府中市の魅力を発信するとともに、地域が一体と

なって国内及び海外からの訪問者の受入環境の充実・強化を進めます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｈ31 年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
休日のけやき並木 

通りの歩行者交通量 
人 

現状値以上 

19,378 19,378 15,586 25,500 ― ― 

※平成２７

年度の実績 － Ｃ Ａ   

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２９年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

・平成２９年７月には、府中駅南口市街地再開発事業の最終地区となる「ル・シーニュ」

が開業を迎えた。これに際し、平成２８年１２月に設立したエリアマネジメント組織「一

般社団法人まちづくり府中」が中心となり、府中駅南口に立地する大規模商業施設が連

携した合同セール「キテキテ府中」及び市内大学と連携した「FUCHU WORLD FESTIVAL」

が開催され、にぎわいが創出された。 

・市から同法人への委託事業として、けやき並木通り南西部にある未利用市有地の活用

に向けた実証実験として、チャレンジショップの運営を行ったほか、東京競馬場来場者

を中心市街地に呼び込むためのタイアップ事業として、スマートフォンを活用したスタ

ンプラリーを実施した。加えて、年末年始には、中心市街地への来訪者をもてなすため

の竹あかりライトアップ事業を実施し、にぎわいの創出に寄与した。 

＜ＫＰＩ①の調査条件について＞ 

測定日時：平成２９年９月２４日（日）７時から１９時（合計１２時間） 

場  所：けやき並木通り（ル・シーニュ前） 

天  候：晴れ 

Ａ 

【平成３０年度における取組など】 

・お店の人が講師となって、専門知識やプロのコツを無料で教えるコミュニケーション事業「むさし府

中まちゼミ」を一般社団法人まちづくり府中の主催で実施し、各店舗や店主の魅力を発信することで、

にぎわいの創出につなげる。 

・東京競馬場タイアップ事業は、平成２９年度に実施したデジタルのスタンプラリーの手法を基本とし

つつ、アナログ的手法の活用や協力店舗の業種を拡大することで、参加者のさらなる増加を目指し、に

ぎわいの創出につなげる。 

・平成２９年度までむさし府中商工会議所が主催していた「府中マルシェ」を発展させた新たなにぎわ

い創出事業を検討し、年２回程度実施する。 

・竹あかりライトアップ事業は、今後のラグビーワールドカップや東京オリンピック・パラリンピック

で、さらに多くの方が府中を訪れることを見据え、実施時期や見せ方を工夫し、より印象的なライトア

ップを行う。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

府中駅南口で最後に残っていた府中駅南口市街地再開発事業の地区に「ル・シーニュ」

が開業し、「ル・シーニュ」を含む府中駅周辺の大規模商業施設が連携した「キテキテ府

中」等のイベントや未利用地活用によるチャレンジショップの運営、スマートフォン活

用のスタンプラリー、「竹あかりライトアップ」などの各種事業がなされたことは、評価

できる。中心市街地の更なる賑わいの創出に向けて、各種事業の認知度を高める取組に

努めてほしい。 

けやき並木の通行量調査日はイベントのない日に実施したものであり、ＫＰＩ数値は

大幅にアップしていることは評価できる。しかし、ＫＰＩの測定は年１回のみで、季節

やイベントの有無などの状況によっては数値が大きく変動してしまう可能性があるた

め、計測を毎年度同時期に実施するとともに、他の施策のＫＰＩである「府中駅の乗降

客数」との関連性を分析してほしい。 

今後ともまちの賑わいにつながる事業の推進とともに、官民協働による取組みを継続

的に実施してほしい。 

Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 




